
図３
年　神奈川
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問３エ　

　　右の図３において，線分は円の直径であり，点

　，は円の周上の点である。

　　また，点は線分上の点で，であり，点

　は線分と線分との交点である。

　　，，のとき，三角形

　の面積は   である。

略解　

　　半円の弧に対する円周角だから

　　　　，

　またから，，を延長し

　交点をとすると，組の角がそれぞれ等しいから
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　において底辺をとすると，が高さだから
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感想　

　　円はを出すだけで，後は関係ないですね。円を除いた図は中学の

　入試問題によくある構図ですが，高校入試だとかえって気付き難いかも知れません。


